
筆
者
が
海
外
調
査
員
と
し
て
赴
任
し
て
い
る
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
・
ス
ラ
ウ
ェ
シ
島
の
マ
カ
ッ
サ
ル
市

で
は
、
二
○
〜
三
○
代
の
若
者
た
ち
を
中
心
に
、

数
年
前
か
ら
「
書
く
」
こ
と
を
意
識
し
た
運
動
が

始
ま
っ
て
い
る
。
他
の
開
発
途
上
国
と
同
様
に
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
歴
史
や
文
化
な
ど
は
口
承
に

よ
る
の
で
、
後
世
に
正
確
に
伝
わ
ら
な
い
。
ま
た
、

主
体
的
に
考
え
る
訓
練
が
少
な
か
っ
た
た
め
か
、

批
判
的
に
物
事
を
考
え
る
力
が
弱
い
。
物
事
を
事

実
に
基
づ
い
て
批
判
的
に
検
証
し
、
そ
れ
を
書
き

残
す
重
要
性
に
彼
ら
は
気
づ
い
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
で
、
既
存
の

商
業
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
だ
け
で
な
く
、
普
通
市
民
の

誰
も
が
情
報
を
世
界
へ
発
信
す
る
こ
と
が
可
能
な

時
代
に
な
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
の
開
発
途

上
国
で
も
、
為
政
者
が
自
分
に
都
合
の
い
い
情
報

だ
け
を
流
し
、
事
実
を
覆
い
隠
し
続
け
る
こ
と
は

難
し
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
誰
も
が
使
え

る
媒
体
を
活
用
し
、
様
々
な
人
々
が
多
種
多
様
な

情
報
を
発
受
信
す
る
な
か
で
、
商
業
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
が
見
落
と
し
た
も
の
、
伝
え
て
こ
な
か
っ
た
も

の
の
多
さ
に
人
々
は
気
づ
き
始
め
た
の
で
あ
る
。

マ
カ
ッ
サ
ル
の
若
者
た
ち
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
、
同
じ
よ
う
な
意
識
を
持
っ
た
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
人
の
若
者
た
ち
が
ジ
ャ
カ
ル
タ
、
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
、
東
京
な
ど
に
い
る
こ
と
を
知
り
、

韓
国
の
『
オ
ー
マ
イ
ニ
ュ
ー
ス
』
の
よ
う
な
、
普

通
の
市
民
が
自
由
に
記
事
を
投
稿
し
て
作
り
上
げ

て
い
く
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
開
設
を
構
想
し
た
。
そ

し
て
二
○
○
六
年
八
月
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
初
の
市

民
通
信
サ
イ
ト
『
パ
ニ
ン
ク
ル
』（
普
通
の
人
の

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
）（http://w

w
w

.panyingkul. 

com

）
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

『
パ
ニ
ン
ク
ル
』
に
は
、
約
一
○
○
人
の
市
民

記
者
か
ら
毎
週
五
〜
一
○
本
程
度
の
投
稿
が
あ
り
、

編
集
部
で
若
干
の
修
正
を
加
え
た
後
、
写
真
と
と

も
に
掲
載
さ
れ
る
。
そ
の
多
く
は
、
新
聞
や
テ
レ

ビ
な
ど
商
業
メ
デ
ィ
ア
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
ず
、

あ
る
い
は
行
政
や
政
治
家
の
目
に
入
ら
な
い
、
名

も
な
き
人
々
の
生
き
ざ
ま
や
彼
ら
を
め
ぐ
る
様
々

な
出
来
事
を
対
象
に
、
市
民
記
者
の
参
与
観
察
に

よ
っ
て
書
か
れ
た
記
事
で
あ
る
。
市
民
記
者
の
多

く
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
卵
、
大
学
生
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

活
動
家
、
主
婦
な
ど
で
あ
り
、
商
業
目
的
で
な
い

彼
ら
の
執
筆
意
欲
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。

『
パ
ニ
ン
ク
ル
』
の
記
事
を
読
み
な
が
ら
、
筆

者
自
身
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
研
究
者
と
し
て
い
か
に

不
勉
強
で
あ
っ
た
か
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
と
二
○
年
も
付
き
合
っ
て
き
た
の
に
、

彼
ら
の
記
事
の
世
界
は
ど
れ
も
新
鮮
な
、
知
ら
な

い
世
界
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
空
虚
な
主
張
や
ジ
ャ

ー
ゴ
ン
で
は
な
い
、
淡
々
と
描
か
れ
た
事
実
の
描

写
の
強
さ
に
感
動
し
た
。
そ
こ
に
は
、
地
域
研
究

で
見
え
な
か
っ
た
地
域
の
人
々
の
姿
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
日
本
人
の
視
点
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
伝

え
る
の
で
は
な
く
、
彼
ら
の
視
点
や
考
え
を
日
本

の
読
者
へ
伝
え
て
は
ど
う
か
、
筆
者
は
翻
訳
者
と

し
て
そ
の
仲
介
役
に
な
ろ
う
、
と
考
え
た
。
こ
う

し
て
、
編
集
部
は
じ
め
研
究
所
の
仲
間
の
了
解
を

経
て
、
本
連
載
は
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
現
場
密
着
型
の
記
事
を
日
本
社
会
へ

発
信
す
る
こ
と
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
含
む
開
発

途
上
国
の
「
忘
れ
ら
れ
た
人
々
」
の
世
界
を
知
ら

せ
る
と
同
時
に
、
日
本
人
研
究
者
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
と
は
違
う
視
点
を
学
ぶ
契
機
に
も
な
り
、
地

域
研
究
者
や
開
発
途
上
国
と
関
わ
る
人
々
に
新
た

な
視
点
と
有
益
な
刺
激
を
与
え
る
の
で
は
な
い
か
。

同
時
に
、
さ
さ
や
か
な
社
会
変
革
へ
動
き
出
し
た

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
若
者
へ
の
励
み
に
も
な
る
の
で

は
な
い
か
。
少
な
く
と
も
そ
う
期
待
し
た
い
。

（ 

ま
つ
い　

か
ず
ひ
さ
／
在
マ
カ
ッ
サ
ル
海
外

調
査
員
）

連載
スラウェシ
市民通信

「
ス
ラ
ウ
ェ
シ
市
民
通
信
」

　

連
載
に
あ
た
っ
て

松
井
和
久
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